
木
造
旧
校
舎
の
一
面
に
並
ぶ

　
　
絵
画
で
親
し
む
芸
術
の
秋

Ｐ
２
～
３
　
特
集
 第

10回
国
際
芸
術
村
公
募
展

Ｐ
４
～
７
　
平
成
26
年
度
 町

の
決
算

Ｐ
８
～
９
　
人
事
行
政
運
営
状
況

Ｐ
10～

11
　
西
会
津
産
米
の
販
売
促
進

Ｐ
12～

13
　
第
1
4回

交
通
安
全
町
民
大
会
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�

募
展
の
表
彰
式
は
10
月
10
日
に
国
際
芸

術
村
で
行
わ
れ
、
伊
藤
町
長
が
「
年
々
、

個
性
豊
か
で
心
惹
か
れ
る
作
品
が
増
え
、
そ
れ

に
懸
け
る
情
熱
が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
き
ま

す
。
こ
の
公
募
展
を
芸
術
村
事
業
の
一
つ
の
核

に
、
魅
力
あ
る
芸
術
村
に
し
て
い
き
ま
す
」
と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

受
賞
者
に
は
、
公
募
展
実
行
委
員
会
の
安
藤

壽
美
子
委
員
長
か
ら
賞
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　

続
い
て
審
査
員
を
代
表
し
、
東
京
芸
術
大
学

先
端
芸
術
表
現
科
特
認
教
授
の
伊
藤
達
矢
さ
ん

が
「
感
動
で
き
る
心
を
持
つ
人
が
い
る
か
ら
こ

そ
作
品
が
残
さ
れ
、ほ
か
の
人
が
そ
の
良
さ
に
気

付
く
き
っ
か
け
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。作
品
を
つ

く
る
こ
と
で
さ
ま
ざ
ま
な
つ
な
が
り
を
持
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
」
と
講
評
を
述
べ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
後
に
は
祝
賀
会
・
交
流
会
が
行
わ
れ
、

参
加
者
同
士
の
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

公

受
賞
者[

敬
称
略]

【
青
少
年
の
部
】

大　

賞　

懸
想

　

野
上　

彦
喜(

宮
城
県
宮
城
野
高
校)

準
大
賞　

現
想
圏

　

鼻
戸　

真
綿(

郡
山
女
子
大
学
付
属
高
校)

新
現
役
ネ
ッ
ト
賞　

カ
ナ
イ

　

小
林　

弘
実(

女
子
美
術
大
学
付
属
高
校)

西
会
津
町
長
賞　

ち
ょ
っ
と
ひ
と
休
み

　

石
川　

美
幸(

宮
城
県
宮
城
野
高
校)

西
会
津
町
商
工
会
長
賞　

イ
タ
ズ
ラ

　

早
坂
知
紗
希(

宮
城
県
宮
城
野
高
校)

福
島
民
友
新
聞
社
賞　

祖
母
の
家

　

近
藤　

涼
加(

県
立
白
河
高
校)

西
会
津
寺
前
自
然
塾
賞　

視
線

　

笠
原
日
菜
子(

宮
城
県
仙
台
二
華
高
校)

緑
の
か
け
橋
賞　

ユ
メ
か
現(

う
つ
つ)

か

　

齋
藤　

日
和(

県
立
福
島
南
高
校)

【
一
般
の
部
】

大　

賞　

花
あ
か
り

　

小
池　

陽
子(

福
島
市)

準
大
賞　

初
秋
の
渓
谷

　

新
田　

穂
積(

西
会
津
町)

西
会
津
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
賞　

コ
コ
ロ
ノ

　

イ
レ
モ
ノ
№
２　

植
野　

智
子(

埼
玉
県)

西
会
津
町
長
賞　

は
じ
め
の
は
じ
ま
り

　

笠
井　

順
子(

東
京
都)

西�

会
津
町
商
工
会
長
賞　

過
去
・
現
在
・
そ

し
て
未
来　

杉
浦　

寿
宣(

京
都
府)

福�

島
民
報
社
賞　

寂
静
Ⅰ(

宇
治
平
等
院
鳳

凰
堂)　

横
田　

孝
一(

東
京
都)

西
会
津
寺
前
自
然
塾
賞　

平
穏

　

木
須　

直
樹(

喜
多
方
市)

緑
の
か
け
橋
賞　

大
空
に
向
か
っ
て

　

新
野　

裕
美(

山
形
県)

▲�表彰式に参加した皆さんで記念撮影

THE 10TH 
NISHIAIZU INTERNATIONAL
ART VILLAGE EXHIBITION

西会津国際芸術村公募展 2015 開催
　第10回西会津国際芸術村公募展が９月26日から10月15日までの20日間に
わたり開かれました。10回目の節目となった今回の公募展には183点の作品
が寄せられ、芸術家を目指す学生や美術愛好家の皆さんが描いたさまざまな
作品が木造の旧校舎を埋め尽くしました。

特
集
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今
回
出
品
し
た
作
品
は
、
自
宅
で
育
て
て
い

る
「
木
立
性
ベ
ゴ
ニ
ア
」
と
い
う
花
を
描
い
た

も
の
で
、
以
前
か
ら
い
つ
か
は
描
い
て
み
た
い

な
と
思
っ
て
い
た
作
品
で
す
。
こ
の
花
は
、
茎

が
細
い
割
に
ぽ
っ
て
り
と
大
き
な
花
を
咲
か
せ
、

生
命
力
や
美
し
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
魅

力
的
な
花
で
す
。
こ
の
立
派
に
輝
く
よ
う
な
花

の
重
量
感
と
存
在
感
を
見
る
人
に
伝
え
た
い
と

思
い
、｢

揉
み
紙
」
と
い
う
日
本
画
の
技
法
を

全
体
に
散
り
ば
め
て
描
き
ま
し
た
。

　

今
回
、
大
賞
と
い
う
賞
を
い
た
だ
き
、
と
て

も
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
ま
だ

ま
だ
自
分
の
作
品
に
満
足
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
も
さ
ら
に
腕
を
磨
き
、見
る
人
に「
あ
、

い
い
な
」
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
作
品
を

描
い
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

西
会
津
国
際
芸
術
村
に
は
、
一
度
来
て
み
な

い
と
分
か
ら
な
い
良
さ
が
あ
り
ま
す
。
細
い
道

を
不
安
に
駆
ら
れ
な
が
ら
走
っ
て
い
く
の
も
ま

た
面
白
く
、
ぜ
ひ
多
く
の
人
に
訪
れ
て
も
ら
い

こ
の
魅
力
を
感
じ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

昨
年
の
公
募
展
で
佳
作
を
受
賞
し
、
表
彰
式

に
出
席
し
た
と
き
、
皆
さ
ん
か
ら
や
さ
し
く
声

を
か
け
て
も
ら
い
、
佳
作
な
の
に
コ
メ
ン
ト
ま

で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
自
分
の
作
品
に
こ
ん
な

に
向
き
合
っ
て
も
ら
え
た
こ
と
が
初
め
て
だ
っ

た
私
は
、
そ
れ
が
本
当
に
う
れ
し
く
、｢

来
年

も
出
品
し
よ
う
」
と
そ
の
時
点
で
決
意
し
て
い

ま
し
た
。
こ
の
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
さ
が
、
こ
の
公

募
展
の
良
さ
だ
と
思
い
ま
す
。
温
か
い
雰
囲
気

の
会
場
を
つ
く
る
こ
と
で
、
芸
術
を
よ
り
身
近

な
も
の
に
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

　

今
年
は
２
年
生
に
な
り
洋
画
を
専
攻
し
ま
し

た
が
、
日
本
画
を
出
品
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

昨
年
の
作
品
が
未
完
の
日
本
画
だ
っ
た
こ
と
に

よ
り
ま
す
。
今
年
こ
そ
は
と
思
い
出
品
し
た
作

品
が
大
賞
と
な
り
う
れ
し
い
反
面
、
友
人
た
ち

の
制
作
に
対
す
る
努
力
を
思
い
返
し
、
賞
の
重

み
を
あ
ら
た
め
て
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
こ
の
よ
う
な
公
募
展
に
積
極
的

に
参
加
し
、
賞
に
恥
じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
技

術
・
想
像
力
を
成
長
さ
せ
て
い
き
た
い
で
す
。

　

こ
の
公
募
展
に
は
、
第
１
回
か
ら
今
回
ま
で

毎
年
出
品
し
て
き
ま
し
た
。
公
募
展
に
出
品
す

る
こ
と
は
も
う
当
た
り
前
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

第
１
回
は
ほ
と
ん
ど
が
絵
画
ク
ラ
ブ
の
作
品

で
し
た
。
絵
画
ク
ラ
ブ
と
し
て
町
の
活
性
化
に

協
力
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
出
品
す
る
こ
と

で
町
民
の
皆
さ
ん
が
芸
術
に
関
心
を
寄
せ
る
き
っ

か
け
に
な
れ
ば
と
思
い
出
品
し
た
こ
と
を
覚
え

て
い
ま
す
。

　

近
年
は
出
品
数
が
増
え
、
作
品
の
レ
ベ
ル
も

上
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
第
10
回

と
い
う
節
目
の
今
回
に
準
大
賞
を
い
た
だ
け
た

こ
と
は
、
不
思
議
な
縁
を
感
じ
る
と
と
も
に
、

と
て
も
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
は
絵
を
描
く
こ
と
が
生
き
が
い
で
す
。
抽

象
画
を
描
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
や
は
り
写

実
的
な
絵
で
、
目
で
見
た
ま
ま
の
美
し
さ
、
感

動
を
伝
え
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
楽
し
み
な

が
ら
描
き
、
見
る
人
の
心
を
癒
や
せ
る
よ
う
な

絵
を
、
そ
し
て
生
ま
れ
育
っ
た
ふ
る
さ
と
を
描

き
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

一般の部　大賞

小池 陽子 さん

福島市在住

一般の部　準大賞

新田 穂
ほ ず む

積 さん
西会津町萱本在住

青少年の部　大賞

野上 彦
げ ん き

喜 さん
宮城県宮城野高校２年

▲�青少年の部��大賞受賞作品「懸
け

想
そう

｣

▲�一般の部��準大賞受賞作品「初秋の渓谷｣

一般の部��大賞受賞作品「花あかり｣�

▲

�

受賞者インタビュー

見
る
人
に｢

あ
、
い
い
な｣
と

思
っ
て
も
ら
え
る
作
品
を

描
い
て
い
き
た
い

大
賞
に
恥
じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う

技
術
・
想
像
力
を

成
長
さ
せ
て
い
き
た
い

絵
は｢

生
き
が
い｣

目
で
見
た
ま
ま
の
美
し
さ
、

感
動
を
伝
え
た
い
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決
算
概
要

　

平
成
26
年
度
一
般
会
計
の
決
算
は
、
歳
入
総
額
が
75
億
７
千

６
５
４
万
円
、
歳
出
総
額
が
72
億
７
千
５
７
６
万
円
、
差
し
引

き
３
億
78
万
円
で
決
算
し
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
平
成
27
年
度
に
繰
り
越
し
た
事
業
に
１
億
９
３
７

万
円
の
財
源
が
必
要
と
な
る
た
め
、
歳
入
歳
出
差
引
額
か
ら
平

成
27
年
度
に
繰
り
越
す
べ
き
財
源
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
は
、

１
億
９
千
１
４
１
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
平

成
25
年
度
の
実
質
収
支
を
差
し
引
い
た
単
年
度
収
支
は
、
４
千

１
０
５
万
円
の
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
で
は
一
般
会
計
の
ほ
か
、
10
の
特
別
会
計
と
水
道

事
業
会
計
で
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

特
別
会
計
等
で
は
、
上
・
下
水
道
の
整
備
の
ほ
か
、
国
民
健

康
保
険
や
国
保
診
療
所
、
介
護
保
険
な
ど
の
運
営
を
行
っ
て
お

り
、
平
成
26
年
度
の
す
べ
て
の
特
別
会
計
等
の
決
算
は
、
歳
入

が
31
億
４
千
９
１
８
万
円
、
歳
出
は
30
億
７
千
５
４
３
万
円
と

な
り
ま
し
た
。 決

算

平成26年度
　

平
成
26
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
の
決
算
が
町
議
会
９
月
定
例

会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
決
算
に
表
れ
る
数
字
は
、
町
が
そ
の
年
度

に
ど
の
よ
う
な
事
業
に
取
り
組
み
、
ど
れ
だ
け
の
お
金
を
使
っ
た
か
、

ま
た
、
財
政
状
況
は
ど
う
な
の
か
、
将
来
の
負
担
は
ど
う
な
る
の
か

な
ど
を
読
み
取
る
た
め
に
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

　

今
月
号
で
は
平
成
26
年
度
の
町
の
決
算
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平成26年度　一般会計の主な事業
 議 会 費 8,789万円   

 総 務 費 17億1,774万円

・社会保障・税番号制度システム改修事業�… 941万円
・役場庁舎移転整備測量及び実施設計委託料�… 2,563 〃
・町制施行60周年記念事業�………………… 209 〃
・コミュニティ育成事業補助金�…………… 342 〃
　[防犯灯及び街路灯ＬＥＤ化等事業]
・地域おこし協力隊配置事業�……………… 832 〃
・町民バス運行業務委託料�………………… 6,586 〃
・選挙費[県知事・衆議院議員等]� ………… 1,895 〃

 民 生 費 11億5,817万円

・国民健康保険特別会計繰出金�……… 1億1,132万円
　[事業勘定・診療施設勘定]
・出産祝金・結婚祝金�……………………… 393 〃
・小規模介護施設等整備補助金[繰越]�…… 8,820 〃
・介護保険特別会計繰出金�…………… 1億6,732 〃
・後期高齢者医療療養給付費負担金�… 1億1,396 〃
・障がい者福祉サービス費�…………… 1億1,864 〃
・臨時福祉給付金等給付事業�……………… 3,962 〃
・乳幼児家庭子育て応援金�………………… 532 〃
・保育所業務委託料�…………………… 1億6,265 〃

 衛 生 費 4億3,277万円

・水道事業会計繰出金�……………………… 9,364万円
・インフルエンザ予防接種事業�…………… 1,015 〃
・各種検診委託料�…………………………… 1,667 〃
・妊婦健康診査事業�………………………… 316 〃
・喜多方地方広域市町村圏組合負担金�…… 5,645 〃
　[斎場費・ごみ処理費等]
・沖縄県宮古島市交流事業�………………… 127 〃
・ごみ収集委託料�…………………………… 3,532 〃

 労 働 費 5,186万円

 農林水産業費 4億3,145万円

・中山間地域等直接支払事業�……………… 8,165万円
・健康な土づくり・普及促進事業�………… 1,337 〃
・青年就農給付金事業補助金�……………… 1,463 〃
・稲作経営緊急支援事業�…………………… 984 〃
・農業集落排水処理事業特別会計繰出金�… 7,779 〃
・林道岩井沢楢ノ木平線開設事業[繰越含む]�… 3,719 〃

 商 工 費 9,946万円

・企業誘致計画策定委託料�………………… 328万円
・登山道整備事業[鏡山及び飯豊山]�……… 502 〃
・銚子ノ口環境整備事業�…………………… 611 〃
・消費者行政推進事業�……………………… 1,148 〃

 土 木 費 8億1,086万円

・除雪費�………………………………… 2億2,117万円
・町道改良舗装事業[繰越含む]�………… 2億26 〃
・明神橋耐震補強事業[繰越含む]�…… 1億3,486 〃
・下水道施設事業特別会計繰出金�……… 1億976 〃

 消 防 費 1億7,473万円

・喜多方地方広域市町村圏組合�……… 1億1,444万円
　負担金[消防費]
・民友旗受賞記念事業実行委員会補助金�… 248 〃

 教 育 費 15億4,695万円

・西会津高校活性化対策事業�……………… 730万円
　[通学費・進路支援・修学資金貸付等]
・スクールバス運行業務委託料�…………… 3,036 〃
・西会津小学校新築事業�……………… 10億8,237 〃
・西会津中学校空調設備設置事業�………… 3,499 〃
・西会津中学校天井等落下防止対策事業�… 8,219 〃
　[繰越]

 災害復旧費 3,716万円

 公 債 費 7億2,672万円



５

一
般
会
計
　
歳
入

　

平
成
26
年
度
の
歳
入
総
額
は
75
億
７
千
６
５
４
万
円
と

な
り
、
前
年
度
の
68
億
６
千
３
７
１
万
円
と
比
べ
７
億
１

千
２
８
３
万
円(
10・
４
％)

の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
度
は
、
普
通
交
付
税
や
寄
付
金
、
繰
越
金
な

ど
が
減
額
と
な
っ
た
一
方
、
特
別
交
付
税
や
震
災
復
興
特

別
交
付
税
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
町
営
住
宅
な
ど
の
使
用

料
、
西
会
津
小
学
校
新
築
事
業
に
係
る
国
庫
支
出
金
や
県

支
出
金
、
町
債(

借
入
金)

な
ど
が
増
額
と
な
っ
た
た
め
、

平
成
25
年
度
の
歳
入
を
大
き
く
上
回
り
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
度
の
歳
入
の
特
徴
は
、
風
評
被
害
対
策
に
伴

う
関
係
経
費
の
ほ
か
、
学
校
施
設
の
改
修
や
臨
時
福
祉
給

付
金
な
ど
、
国
や
県
か
ら
の
交
付
に
よ
る
依
存
財
源
が
増

え
る
と
と
も
に
、
財
産
収
入
や
財
政
調
整
基
金
な
ど
か
ら

の
繰
入
金
、
諸
収
入
な
ど
、
町
が
自
主
的
に
得
ら
れ
る
自

主
財
源
も
増
え
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計
　
歳
出

　

歳
出
の
総
額
は
72
億
７
千
５
７
６
万
円
で
、
前
年
度
の

66
億
８
千
２
４
６
万
円
と
比
べ
５
億
９
千
３
３
０
万
円

(

８
・
９
％)

の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

性
質
別
に
見
る
と
、
前
年
度
に
比
べ
義
務
的
経
費
で
は

人
件
費
が
４
千
６
０
０
万
円
、
扶
助
費
が
３
千
98
万
円
の

増
額
と
な
り
、
町
債(

借
入
金)
の
返
済
費
で
あ
る
公
債
費

は
１
億
３
千
６
４
０
万
円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

投
資
的
経
費
で
は
、
普
通
建
設
事
業
費
が
５
億
７
千
３

７
７
万
円
、
災
害
復
旧
事
業
費
は
２
千
２
９
７
万
円
の
増

額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
物
件
費
な
ど
の
そ
の
他
の
経
費
で
は
、
前
年
度

に
比
べ
５
千
６
０
０
万
円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

目
的
別
に
見
る
と
総
務
費
が
全
体
の
23
・
６
％
を
占
め
、

次
い
で
、
西
会
津
小
学
校
新
築
事
業
な
ど
を
含
む
教
育
費

が
21
・
３
％
、
民
生
費
15
・
９
％
、
土
木
費
11
・
２
％
の

順
に
な
っ
て
い
ま
す
（
下
左
グ
ラ
フ
参
照)

。

繰越金
１億8,125万円(2.4％)

使用料･手数料
１億5,117万円(2.0％)

その他（自主財源）
 １億3,525万円(1.7％)

地方交付税
30億6,410万円
(40.5％)

地方交付税
30億6,410万円
(40.5％)

町債 ８億9,470万円
(11.8％)

※(  )内は構成比

繰入金
７億7,372万円
(10.2％)

国庫支出金 ９億4,624万円
(12.5％)

県支出金
６億4,392万円
(8.5％)

町税
 ６億956万円(8.1％)

その他(依存財源)
9,242万円
(1.2％)
地方譲与税
8,421万円
(1.1％)

①�歳入総額 75億7,654万円

②�歳出総額 72億7,576万円

③�歳入歳出差引額
　（①－②） 3億78万円

④�翌年度に繰り越すべき財源 　��1億937万円

⑤�実質収支（③－④） �1億9,141万円

⑥�単年度収支 4,105万円

⑦�財政調整基金積立金 �4億439万円

⑧�繰上償還金 �0万円

⑨�財政調整基金取崩額 �6億4,984万円

⑩ 実質単年度収支
　（⑥＋⑦＋⑧－⑨）  ▲ 2億440万円

※⑥単年度収支は、⑤実質収支から前年度の
　実質収支を差し引いた額

一般会計の決算収支状況

災害復旧事業費 3,716万円(0.5％)

※(  )内は構成比

人件費
９億2,062万円
(12.6％)

人件費
９億2,062万円
(12.6％)

公債費
７億2,672万円
(10.0％)

公債費
７億2,672万円
(10.0％)

その他 ２億887万円(2.9％)

扶助費
４億3,575万円
(6.0％)

扶助費
４億3,575万円
(6.0％)

普通建設事業費
20億8,234万円
(28.6％)

普通建設事業費
20億8,234万円
(28.6％)

物件費
８億8,577万円
(12.2％)

物件費
８億8,577万円
(12.2％)

補助費等
５億7,306万円
(7.9％)

補助費等
５億7,306万円
(7.9％)

繰出金
７億91万円
(9.6％)

繰出金
７億91万円
(9.6％)

積立金
７億456万円
(9.7％)

積立金
７億456万円
(9.7％)

総 務 費　17億1,774万円　　　　　　　　（23.6％)

教 育 費　15億4,695万円　　　　　　　　（21.3％)

民 生 費　　　　　　　　　11億5,817万円（15.9％)

土 木 費　　　　　　　　　 ８億1,086万円（11.2％)

公 債 費　　　　　　　　　 ７億2,672万円（10.0％)

　　　　　　　　衛生費　　４億3,277万円（  5.9％)

　　　　　農林水産業費　　４億3,145万円（  5.9％)

　　　　　　　　消防費　　１億7,473万円（  2.4％)

　　　　　　　　商工費　　　　9,946万円（  1.4％)

　　　　　　　　議会費　　　　8,789万円（  1.2％)

　　　　　　　　労働費　　　　5,186万円（  0.7％)

　　　　　　災害復旧費　　　　3,716万円（  0.5％)

総 務 費　17億1,774万円　　　　　　　　（23.6％)

教 育 費　15億4,695万円　　　　　　　　（21.3％)

民 生 費　　　　　　　　　11億5,817万円（15.9％)

土 木 費　　　　　　　　　 ８億1,086万円（11.2％)

公 債 費　　　　　　　　　 ７億2,672万円（10.0％)

　　　　　　　　衛生費　　４億3,277万円（  5.9％)

　　　　　農林水産業費　　４億3,145万円（  5.9％)

　　　　　　　　消防費　　１億7,473万円（  2.4％)

　　　　　　　　商工費　　　　9,946万円（  1.4％)

　　　　　　　　議会費　　　　8,789万円（  1.2％)

　　　　　　　　労働費　　　　5,186万円（  0.7％)

　　　　　　災害復旧費　　　　3,716万円（  0.5％)

※(   )内は構成比

目的別に見る一般会計の歳出



６

　

平
成
26
年
度
決
算
に
お
け
る
財
政
健
全
化
判
断
指

標
の
実
質
公
債
費
比
率
や
将
来
負
担
比
率
は
、
左
上

表
の
と
お
り
で
す
。
国
が
定
め
る
基
準
値
を
下
回
っ

て
お
り
、
平
成
25
年
度
よ
り
実
質
公
債
費
比
率
が
１

・
３
％
、
将
来
負
担
比
率
が
３
・
７
％
減
少
し
、
数

値
が
改
善
し
ま
し
た
。

　

こ
の
要
因
は
、
町
債(

借
入
金)

の
返
済
金
が
減
っ

た
こ
と
に
加
え
、
地
方
交
付
税
で
返
済
財
源
が
補
て

ん
さ
れ
る
有
利
な
町
債(

借
入
金)

を
借
り
入
れ
て
き

た
た
め
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、平
成
26
年
度
末
の
町
債(

借
入
金)

の
残
高
は
、
西
会
津
小
学
校
新
築
事
業
な
ど
学
校
施

設
の
改
修
を
含
め
た
大
規
模
事
業
を
実
施
し
た
た
め
、

１
１
２
億
８
千
79
万
円
と
な
り
、
平
成
25
年
度
と
比

べ
、
６
千
６
２
８
万
円
（
０
・
６
％
）
の
増
額
と
な

り
ま
し
た
（
左
下
表)

。

　

な
お
、
町
の
歳
入
は
地
方
交
付
税
が
40
％
を
占
め
、

約
８
割
が
依
存
財
源
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
計

画
的
な
町
債
の
借
り
入
れ
を
は
じ
め
、
将
来
負
担
の

抑
制
や
自
主
財
源
の
確
保
、
さ
ら
に
は
事
務
事
業
の

合
理
化
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
引
き
続
き
中

長
期
的
視
点
に
立
っ
た
健
全
な
財
政
運
営
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

財
政
健
全
化
に
関
す
る
比
率

財
政
健
全
化
に
関
す
る
比
率

指　　�標 平���成
25年度

平���成
26年度 基�準�値

実質公債費比率
(標準財政規模に
占める借入金の
返済額の割合)

13.7％ 12.4％

25％以上
�→早期健全化
35％以上
�→財政再生

将来負担比率
(標準財政規模に
対する将来の負
債の割合)

90.7％ 87.0％ 350％以上
�→早期健全化

　年度末の町債[借入金]残高の推移

0

20

40

60

80

100

120
(億円)

平成22年度 23年度 24年度 25年度 26年度
※上記の残高のうち、およそ６割が地方交付税で補てんされる
　ため実質的な町の負担は４割程度になっています。

（単位：万円）合 計
113億9,892
合 計

113億9,892
水道事業会計
14億6,288
水道事業会計
14億6,288

特別会計
32億87
特別会計
32億87

31億2,48431億2,484

一般会計
67億3,517
一般会計
67億3,517

113億1,905113億1,905

67億9,73867億9,738 68億9,65168億9,651 69億2,46769億2,467 71億6,79771億6,797

30億2,54130億2,541 29億6,17329億6,173 28億6,65228億6,652

13億9,68313億9,683 13億2,89313億2,893 13億2,81113億2,811 12億4,63012億4,630

112億5,085112億5,085 112億1,451112億1,451 112億8,079112億8,079

　健全化判断比率

単位:万円
基　　金　　名 平成26年度末�残高

財政調整基金 11億3,301
減債基金 52
庁舎整備基金 4億5,532
ふるさと振興基金 1,072
生きがい福祉基金 1,047
小中学校交流基金 1,972
国民健康保険給付費支払準備基金 9,913
介護給付費準備基金 1,044
下水道排水設備工事費貸付基金 1,272
東日本大震災復興基金 4,513
新田正夫教育振興基金 1,763
土地開発基金 9,175
生活援助貸付基金 1,005
肉用牛特別導入事業基金 698
高額療養費支払資金貸付基金 400
※地域の元気臨時交付金事業基金は廃止

単位:万円
特別会計等名 歳入総額 歳出総額 差引額

工業団地造成事業 2 0 2

商 業 団地造成事業 1,348 0 1,348

住 宅 団地造成事業 783 263 520

下 水 道 施 設 事 業 1億9,862 1億9,455 407

農業集落排水処理事業 1億1,233 1億708 525

個 別 排水処理事業 5,290 5,103 187

後 期 高 齢 者 医 療 1億383 1億373 10

国民健康
保� � � � 険

事業勘定 9億7,400 9億2,550 4,850

診療施設勘定 2億8,315 2億7,711 604

介 護 保 険 11億851 10億6,858 3,993

簡 易 水 道 等 事 業 9,084 8,834 250

水道事業
会 計

収益的収支 1億6,181 1億5,645 536

資本的収支 4,186 1億43 ▲5,857

基金[貯金]の残高 特別会計等の決算の状況
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コミュニティ育成事業補助金

［防犯灯及び街路灯ＬＥＤ化］

決算額 342万円

　本町における省エネルギー対策を一層推進するた
め、平成26年度から自治区で管理する防犯灯及び街
路灯のＬＥＤ化に対する補助制度を創設しました。
　平成26年度は、防犯灯119基、街路灯21基を補助
しましたが、町では今後も自治区の要望を踏まえ、
ＬＥＤ化を図っていきます。

地域おこし協力隊配置事業

決算額 832万円

　町では、都市部などから若い人材を
募り、町外からの視点や柔軟な発想と行動力を生か
して地域活性化につなげることを目的に、平成25年
６月から地域おこし協力隊を配置しています。
　平成26年度からは３名体制となり、地域のイベン
トや国際芸術村の活動などに携わるとともに、観光
ＰＲや地域資源の発掘など交流人口の拡大に向けた
取り組み、さらには、農林産物の販売促進や加工品
開発などの支援業務を担っています。

青坂地区飲料水供給施設拡張工事

(繰越事業)

[簡易水道等事業特別会計]

決算額 ９０７万円

　現在、町が管理する簡易水道施設が７施設、飲料
水供給施設が３施設あり、これまで老朽管の更新や
施設修繕などを実施し、水道水の安定供給に努めて
います。
　平成26年度は、生活用水に支障があった縄沢自治
区の甲石地区において、青坂地区飲料水供給施設を
拡張し、水道の普及を図りました。

個別排水処理施設整備工事

[個別排水処理事業特別会計]

決算額 ２千２３７万円

　公共下水道や農業集落排水などの集合処理地区以
外では、町が保守管理を行う合併処理浄化槽の整備
を進めています。平成26年度は、野沢地区２基、尾
野本地区４基、群岡地区１基、新郷地区６基、奥川
地区３基、合計16基の浄化槽を整備しました。

一般
会計

一般
会計

西会津小学校新築事業

決算額 10億８千237万円

　町では平成24年５月に約２万６千５
００平方㍍の用地を取得し、平成25年度から本格的
に着手した小学校の新校舎建築が平成26年度に完了
しました。
　総事業費17億８千910万円、用地取得から２年
10ヵ月の歳月を経て２階建ての南校舎及び北校舎、
グラウンドなどが完成し、西会津小学校は、今年４
月から新校舎での授業を開始しています。

野沢処理区下水道管敷設工事

[下水道施設事業特別会計]

決算額 ５千８５３万円

　町の下水道は、特定環境保全公共下水道として平
成５年から整備を進めています。
　平成26年度は、堀越・牧地区の舗装本復旧工事、
芝草地区及び野沢字桜木前地内の下水道管敷設工事
を行いました。

訪問看護事業

[国民健康保険特別会計]

決算額 １千１４万円

　地域医療の安定・充実を図るとともに、特に在宅
サービスの向上を推進するため、平成26年度から西
会津診療所内に訪問看護事業所を設置し、サービス
を提供しています。
　平成26年度においての利用回数は、延べ１千423
回となっています。

一般
会計

特別
会計

特別
会計特別

会計

特別
会計

平成26年度に実施した主要事業

新たな体験プログラム発掘
のため猿袴(サルバカマ)の
製作方法を学ぶ協力隊
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1  職員数など
①職員数の状況[平成26年４月１日現在]� 単位：人

職　　種 職　員　数
行　政　職 １１６
医　療　職 　　４
技能労務職 　　１
合　　計 １２１

※�条例で定める職員定数は164人で、43人少なくなって
います。

②部門別職員数[平成26年４月１日現在]�� 単位：人

部　　門 職員数 部　　門 職員数
議　　　会 ����２ 商工観光課 ����７
総　務　課 ��１４ 農林振興課 １０
企画情報課 ����７ 建設水道課 ��１４
町民税務課 ��１３ 出　納　室 ����３
健康福祉課 ��３９ 教　育　課 ��１２

合　　計 １２１

③職員の採用および退職の状況� 単位：人

職　種 採  用
(H26.４.１)

退職(H25.４.２～H26.３.31)
定年 勧奨 その他 合計

行　政　職 ３ ０ ０ １ １
技能労務職 ０ ０ ０ ０ ０
合　計 ３ ０ ０ １ １

※�町では、平成16年度から業務の効率化、事務事業の
見直しなどにより職員数を削減しています。

2  職員数など
①人件費[平成25年度一般会計決算]

歳出総額  （Ａ） ６６８，２４６万円
人 件 費  （Ｂ） 　８７，２８８万円
人件費率  Ｂ／Ａ １３．０６％

②職員給与の状況[平成25年度一般会計決算]

職員数(Ａ) 給与費計(Ｂ) １人当たり給与費Ｂ／Ａ
93人 51,423万円 553万円

※職員数は一般会計で給与を支出している人数

③平均給料月額など

職　種 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢
行　政　職 332,700円 373,100円 43.5歳
※�平均給料月額とは基本給の平均で、平均給与月額は給
料月額と扶養手当や住居手当などの諸手当の額を合計
したもの。

④ラスパイレス指数[各年度４月１日現在]

年　度 西会津町 福島県内
町村平均

全　　国
町村平均

平�成�26�年�度 97.8 97.9 95.6
平�成�21�年�度 96.2 97.1 94.6
※�ラスパイレス指数とは国家公務員の給与水準を100とし
た場合の町職員の給与水準を示したもの。

⑤初任給の状況[平成26年４月１日現在]
区　　分 西 会 津 町 福　島　県

行　政　職
大�学�卒 175,100円 181,800円
高�校�卒 142,500円 146,900円

技能労務職
高�校�卒 139,600円 144,500円
中�学�卒 127,500円 136,100円

⑥手当の状況
◆扶養手当[年額]

内容および
支 給 単 価

(平成26年４月１日現在)

支給実績額
(平成25年度決算)

支給職員１人当
たり平均支給額
(平成25年度決算)

配偶者
13,000円

14,833,000円 239,242円

配偶者以外
6,500円

16歳から22歳ま
での子への加算
措置

5,000円

人事行政

運営状況
　町職員の人数や給与、勤務条件など人事行政の運営
状況について地方公務員法に基づきお知らせします。
　なお、他団体と比較できるよう国の統一公表様式に
準じているため、１年前の数値で公表しています。

職員数、給与などを公表



９

◆住居手当[年額]

内容および
支 給 単 価

(平成26年４月１日現在)

支給実績額
(平成25年度決算)

支給職員１人当
たり平均支給額
(平成25年度決算)

借家(家賃9,500
円以上)
上限�27,000円

�3,818,250円 ���224,603円

◆通勤手当[年額]

内容および
支 給 単 価

(平成26年４月１日現在)

支給実績額
(平成25年度決算)

支給職員１人当
たり平均支給額
(平成25年度決算)

交通機関利用
月額相当額

�8,841,600円 ���107,824円
自家用車利用
2,700円～

45,800円

◆管理職手当[年額]

内容および
支 給 単 価

(平成26年４月１日現在)

支給実績額
(平成25年度決算)

支給職員１人当
たり平均支給額
(平成25年度決算)

課長職以上
参事～�44,600円
課長～�42,300円
主幹～�29,800円
診療所長～

150,100円
診療所長代理～

123,500円

12,385,200円� ���774,075円

◆寒冷地手当[年額]

内容および
支 給 単 価

(平成26年４月１日現在)

支給実績額
(平成25年度決算)

支給職員１人当
たり平均支給額
(平成25年度決算)

11月～３月
7,360円～

17,800円
�7,916,400円 �����65,970円

◆特殊勤務手当[平成26年４月１日現在]

支給実績（医師分を除く) 334,800円

手当支給職員の割合 12.3％

手当の種類 ８種類

◆期末・勤勉手当[平成25年度]

期末手当 勤勉手当 １人当たりの平均支給額

2.55月分 1.35月分 1,412,065円

※�職制上の段階などによる加算措置として、役職加
算で５～15％を加算しています。期末・勤勉手当は
年間3.90月分を６月と12月の２回に分けて支給。な
お、国の支給割合は期末手当2.60月分、勤勉手当1.35
月分。

◆退職手当[平成26年４月１日現在]

区  分 自己都合 勧奨・定年

勤続�20�年 21.62月分 27.025月分

勤続�25�年 30.82月分 � 36.57月分

勤続�35�年 43.70月分 � 52.44月分

最高限度額 52.44月分 � 52.44月分

⑦特別職の報酬など[平成26年４月１日現在]

区　分 給 料 月 額 等

給　料
町　長 ７２９，０００円

副町長 ６１２，７００円

報　酬

議　長 ２６５，４００円

副議長 ２１６，９００円

議　員 １９５，０００円

期　末
手　当

町　長

　　２．９０月分

副町長

議　長

副議長

議　員

3  勤務時間の状況
◆勤務時間[平成26年４月１日現在]

１週間の勤務時間 １日の勤務時間

38時間45分 ７時間45分

勤務体系 開始時刻 終了時刻

通　　常 午前８時30分 午後５時15分

勤務体系 休  憩  時  間

通　　常 正午～午後１時
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９
月
27
日
、
道
の
駅
に
し
あ
い
づ
を
会
場
に

「
第
１
回
新
米
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

毎
月
開
催
し
て
い
る
「
わ
ん
ち
ゃ
ん
集
ま
れ
っ

会
市
」
の
開
催
に
合
わ
せ
、
西
会
津
の
お
い
し

い
米
を
来
場
者
に
味
わ
っ
て
も
ら
お
う
と
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
江
川
誠
作
さ
ん(

牧)

の
西
会
津
げ

ん
き
米
コ
シ
ヒ
カ
リ
、
橋
谷
田
フ
ァ
ー
ム
の
特

別
栽
培
米
コ
シ
ヒ
カ
リ
、
上
野
尻
の
明
日
を
考

え
る
会
の
須
刈
千
年
米
な
ど
、
こ
の
日
の
た
め

に
用
意
さ
れ
た
新
米
の
試
食
・
販
売
が
行
わ
れ
、

来
場
者
の
皆
さ
ん
は
食
べ
比
べ
な
が
ら
好
み
の

米
を
買
い
求
め
て
い
ま
し
た
。

　

実
り
の
秋
を
迎
え
、
９
月
に
始
ま
っ
た
町
内
の
米
の
収
穫
作
業
は
ほ
ぼ
終
了
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
春
先
か
ら
夏
に
か
け
て
の
高
い
気
温
と
降
雨
量
の
不
足
、
さ
ら
に
は
お
盆
以
降
一
気
に

下
が
っ
た
気
温
と
日
照
時
間
の
不
足
で
、
水
稲
農
家
に
と
っ
て
は
大
変
な
一
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

会
津
は
全
国
で
も
有
数
の
米
ど
こ
ろ
で
す
。
そ
の
中
で
も
、
西
会
津
の
米
は
昔
か
ら
「
う
ま
い
」

と
い
う
呼
び
声
が
高
く
、
こ
れ
ま
で
に
も
、
町
内
の
生
産
者
が
「
米･

食
味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル･

国
際
大
会
」
に
米
を
出
品
し
、
過
去
10
年
間
で
６
回
の
表
彰
を
受
け
る
と
い
っ
た
実
績
を
上
げ
て
い

ま
す
。

　

今
月
号
で
は
、
米
価
下
落
や
担
い
手
不
足
な
ど
厳
し
い
状
況
の
中
、
逆
境
に
立
ち
向
か
う
水
稲
農

家
の
皆
さ
ん
の
西
会
津
産
米
販
売
力
強
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

西
会
津
の

お
米
を
食
べ
よ
う
！

極
上
の
西
会
津
産
米
を
！

第
１
回
新
米
ま
つ
り 

開
催
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上
野
尻
地
区
で
は
、
平
成
26
年
か
ら
有
志
で

「
上
野
尻
の
明
日
を
考
え
る
会
」
を
立
ち
上
げ
、

耕
作
さ
れ
な
く
な
っ
た
休
耕
田
を
活
用
し
た
協

働
で
の
米
栽
培
を
行
っ
て
い
ま
す
。
収
穫
し
た

米
を
「
須
刈
千
年
米
」
と
し
て
売
り
出
す
な
ど
、

積
極
的
な
西
会
津
産
米
の
販
売
促
進
に
取
り
組

む
「
上
野
尻
の
明
日
を
考
え
る
会
」
に
つ
い
て
、

代
表
の
齋
藤
啓
二
さ
ん
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
　

�　

私
た
ち
が
主
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
は
、

　
　

�

「
須
刈
千
年
米
」
の
生
産
・
販
売
と
、
野

菜
な
ど
の
直
売
所
の
運
営
で
す
。
上
野
尻

の
明
日
を
考
え
る
会
で
は
、
現
在
お
よ
そ

５
反
の
水
田
に
作
付
け
し
、
友
人
や
知
人

な
ど
を
中
心
に
販
売
し
て
い
ま
す
。
田
植

え
や
稲
刈
り
を
は
じ
め
と
し
た
作
業
は
会

員
で
協
力
し
て
行
い
、
肥
料
な
ど
の
経
費
は
売

上
か
ら
精
算
し
て
い
ま
す
。
正
直
な
と
こ
ろ
、

収
益
は
ほ
と
ん
ど
無
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
収
益
を
上
げ
る
こ
と
よ
り
、
少
し
で
も

多
く
の
人
に
西
会
津
の
米
や
野
菜
の
お
い
し
さ

を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
会
員
同
士
で
集
ま
っ
て
ア
イ
デ

ア
を
出
し
合
い
、
農
業
の
明
日
を
考
え
る
こ
と

は
と
て
も
楽
し
い
時
間
で
す
。
ぜ
ひ
、
若
い
人

に
も
ど
ん
ど
ん
参
加
し
て
も
ら
い
、
一
緒
に
上

野
尻
の
明
日
に
つ
い
て
考
え
て
ほ
し
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
い
き
な
り
後
継
者
が
現
れ
る
こ
と

は
ま
ず
あ
り
ま
せ
ん
。
少
し
ず
つ
で
も
農
業
に

触
れ
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
み
ん
な
が
参
加
し
や
す
い
よ
う
、
私
た
ち

も
楽
し
み
な
が
ら
こ
の
会
を
続
け
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

第
30
回
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
に
合
わ
せ
、「
第
２

回
西
会
津
一
う
ま
い
米
コ
ン
テ
ス
ト
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
コ
ン

テ
ス
ト
は
、
県
の
食
味
分
析
計
で
食
味
値
を
分

析
す
る
１
次
審
査
で
上
位
５
人
を
決
定
し
、
五

ツ
星
お
米
マ
イ
ス
タ
ー
を
含
む
７
人
の
審
査
員

が
試
食
す
る
２
次
審
査
で
優
勝
者
を
決
定
し
て

い
ま
す
。
今
年
は
99
点
の
応
募
が
あ
り
、
10
月

23
日
に
実
施
し
た
２
次
審
査
の
結
果
、
長
谷
川

護
さ
ん(

縄
沢)

の
コ
シ
ヒ
カ
リ
が
優
勝
の
栄
冠

を
手
に
し
ま
し
た
。

　

優
勝
者
、
準
優
勝
者
の
米
は
、
ふ
る
さ
と
ま

つ
り
で
実
施
し
た
西
会
津
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
大

抽
選
会
の
景
品
と
し
て
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

❖
審
査
結
果

　

優　

勝　
　

長
谷
川
護
さ
ん(

縄
沢)

　

準
優
勝　
　

川
瀬
典
宏
さ
ん(

萱
本)

　
　
　
　
　
　

江
川
誠
作
さ
ん(

牧)

　
　
　
　
　
　

長
谷
沼
勉
さ
ん(

高
目)

　
　
　
　
　
　

武
藤
正
喜
さ
ん(

柴
崎)

　

今
年
度
、
町
で
は
、
国
の
地
方
創
生
事
業
を

活
用
し
、「
米
食
美
ツ
ア
ー
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ツ
ア
ー
は
、
春
の
田
植
え
と
秋
の
稲
刈

り
な
ど
を
体
験
し
て
も
ら
い
、
収
穫
し
た
米
を

食
べ
る
こ
と
で
西
会
津
産
米
の
魅
力
を
感
じ
て

も
ら
う
ツ
ア
ー
で
す
。
参
加
者
と
町
内
の
農
業

者
が
交
流
す
る
こ
と
で
地
域
の
活
性
化
を
図
り
、

ま
た
、
参
加
者
が
農
作
業
を
実
際
に
体
験
す
る

こ
と
に
よ
り
、
米
を
は
じ
め
と
す
る
町
の
農
林

産
物
の
応
援
団
に
な
っ
て
も
ら
い
、
さ
ら
に
は

就
農
に
よ
る
移
住
・
定
住
へ
と
つ
な
げ
る
こ
と

を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
米
食
美
ツ
ア
ー
で
は
、
最
近
そ
の
デ

ザ
イ
ン
や
機
能
性
か
ら
若
い
世
代
に
見
直
さ
れ

つ
つ
あ
る
猿
袴(

サ
ル
バ
カ
マ)

に
焦
点
を
当
て
、

オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
の
猿
袴
づ
く
り
を
Ｐ
Ｒ
ポ
イ

ン
ト
と
し
て
若
い
女
性
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
首
都

圏
な
ど
か
ら
参
加
者
を
募
集
し
ま
し
た
。

　

６
月
６
日
か
ら
１
泊
２
日
の
日
程
で
行
っ
た

春
の
ツ
ア
ー
に
は
東
京
や
神
奈
川
な
ど
か
ら
10

人
の
参
加
者
が
集
ま
り
、
田
植
え
や
ア
ス
パ
ラ

ガ
ス
の
収
穫
な
ど
の
農
業
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
猿
袴
づ
く
り
体
験
で
は
猿
袴
の
デ
ザ
イ

ン
を
決
め
ま
し
た
。

　

10
月
10
日
か
ら
の
１
泊
２
日
で
行
わ
れ
た
秋

の
「
米
食
美
ツ
ア
ー
」
に
は
、
春
に
参
加
し
た

８
人
が
再
び
西
会
津
を
訪
れ
ま
し
た
。
完
成
し

た
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
の
猿
袴
を
身
に
付
け
楽
し

そ
う
に
稲
刈
り
を
す
る
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、

秋
の
実
り
を
実
感
し
、
収
穫
の
喜
び
を
分
か
ち

合
っ
て
い
ま
し
た
。

　

稲
刈
り
体
験
の
後
は
、
生
産
者
と
の
交
流
会

で
町
内
農
家
と
の
親
睦
を
深
め
、
２
日
目
に
は

会
津
い
い
で
農
業
協
同
組
合
西
林
倉
庫
で
西
会

津
産
米
の
安
全
安
心
に
向
け
た
米
の
全
量
全
袋

検
査
の
様
子
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
こ
う
し
た
西
会
津
産
米
の
魅
力
を

発
信
す
る
取
り
組
み
を
今
後
も
継
続
し
て
い
き
、

さ
ら
な
る
西
会
津
産
米
の
販
売
促
進
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

上野尻の明日を考える会

代表  齋藤 啓二 さん

上
野
尻
の
明
日
を
考
え
る
会

INTERVIEW

西
会
津
一
う
ま
い
米
コ
ン
テ
ス
ト

農
業
体
験「
米こ
め
た
び
食
美
ツ
ア
ー
」開
催



12

　
10
月
１
日
現
在
、
県
内
の
交
通
事

故
に
よ
る
死
亡
者
数
は
56
人
と
な
っ

て
お
り
、
こ
の
う
ち
喜
多
方
警
察
署

管
内
で
は
前
年
同
期
と
同
じ
２
人
が

交
通
事
故
の
犠
牲
と
な
っ
て
い
ま
す
。

死
亡
者
数
は
前
年
同
様
で
す
が
、
重

傷
者
は
増
え
て
お
り
、
重
大
事
故
の

増
加
が
う
か
が
え
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
本
大
会
を
契
機
に
、

町
民
の
皆
さ
ん
一
人
一
人
が
人
命
尊

重
の
理
念
の
も
と
交
通
安
全
の
大
切

さ
を
自
覚
し
、正
し
い
交
通
ル
ー
ル
と

思
い
や
り
あ
る
マ
ナ
ー
を
身
に
付
け
、

明
る
く
住
み
よ
い
町
を
築
い
て
い
く

た
め
本
大
会
は
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
の
前
に
は
、
西
会
津
小
学
校

の
児
童
の
皆
さ
ん
が
町
役
場
か
ら
公

民
館
ま
で
鼓
笛
パ
レ
ー
ド
を
行
い
、

大
会
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
交
通
事
故
犠
牲
者
に

対
す
る
黙
と
う
の
後
、
大
会
長
の
伊

藤
町
長
が｢

町
民･

交
通
安
全
関
係
団

体･

行
政
な
ど
が
一
丸
と
な
り
、交
通

事
故
の
な
い
安
全･

安
心
で
明
る
く
元

気
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま

す｣
と
あ
い
さ
つ
し
、続
い
て
長
年
に

わ
た
り
交
通
安
全
活
動
に
尽
力
さ
れ

た
方
々
へ
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
８
名
の
皆
さ
ん
か
ら
交
通

安
全
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
発
表
さ
れ
、
最

後
は
、
交
通
事
故
ゼ
ロ
に
向
け
た
大

会
宣
言
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
終
了
後
に
は
、
交
通
安
全
パ

レ
ー
ド
と
県
警
察
音
楽
隊
に
よ
る
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
会
受
賞
者[

敬
称
略]

特
別
功
労
者
表
彰

▼
小
林
博
貴(

４
町
内)

▼
小
柴
百

合
子(

７
町
内)

▼
磯
部
由
春(

７

町
内)

▼
新
田
恵(

下
小
屋)

▼
相

原
孝
子(

芝
草)

▼
西
田
春
喜(

安

座)

▼
上
野
新
哉(

呼
賀)

▼
杉
本

正
充(

向
原)

▼
鈴
木
富
美
子(

向

原)

▼
矢
部
忠
夫(

中
ノ
沢)

▼
佐

藤
早
苗(

極
入)

功
労
者
表
彰

▼
星
享
子(

４
町
内)

▼
伊
藤
五
月

男(

５
町
内)

▼
植
木
淳(

９
町
内

２)

▼
小
林
重
良(

下
小
屋)

▼
平

野
弘
幸(

西
林)

▼
目
黒
賢
一(

牛

尾)

▼
田
崎
宗
作(

小
杉
山)

▼
佐

藤
健
一(

橋
立)

▼
矢
部
恵
美(

中

町)

▼
伊
藤
克
子(

塩)

優
良
団
体
表
彰

　
▼
西
会
津
町
交
通
安
全
母
の
会

善
行
表
彰

　 

▼
西
会
津
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　
▼
望
月
勝
雄(

西
林)

▲ 受賞者を代表して謝辞を
　 述べる杉本正充さん

(運転者の部)　運転者は、時間に余
裕を持ち、譲り合う気持ちで運転を
しましょう。「命を懸けて 走るより 
ベルトを締めて 安全運転」です。
歩行者や相手のドライバーなど全般
に気を配り、やさしい運転を心掛け
てほしいと思います。

(高校生の部)　自分の命を守るため
にも、誰かを守るためにも、普段から
周囲に目を向け、突発的な事故に巻
き込まれないように、また、自分で事
故の原因をつくってしまわないよう
強く意識し、身近なところから気を
付けなければならないと思います。

(高齢者の部)　高齢者が運転を続け
るには、｢あの人は年をとっても若
い人と変わらないね｣と言われるよ
うな運転ができなければならないと
思っています。自信が無くなったら
迷わず運転することをやめる。この
決断ができるかどうかが大切です。

(家庭の部)　「急がなくては」とい
うときほど、穏やかな運転をするよ
う心掛けています。今当たり前に
送っている当たり前の生活を、交通
事故で壊してしまわないように、こ
れからも交通ルールを守り、安全運
転を心掛けていきたいと思います。

交通安全メッセージ 交通安全メッセージ

交通事 故
ゼロを 目指して

― 第14回交通安全町民大会 ―

　10月４日、交通安全関係者が一堂に会し、安全で快適な交通社
会の実現に向けてまい進することを確認するとともに、交通安全
に対する意識の高揚と実践活動の普及浸透を町民の皆さんに広く
周知するため西会津町交通安全町民大会が開催されました。

①西会津小学校鼓笛隊の皆さんによるパレード／②式典であいさつ
する大会長の伊藤町長／③県警察音楽隊と大会参加者によるパレー
ド／④代表で特別功労表彰を受ける矢部忠夫さん(中ノ沢)／⑤大会
宣言を読み上げる交通安全母の会渡部友子会長

① ② ③

④ ⑤

荒海正樹 さん
(西会津高３年)

貝沼啓子 さん
(上野尻)

星　實 さん
(４町内)

渡部雅二郎 さん
(黒沢)

(小学生の部)　下級生のお手本にな
れるよう交通ルールをしっかり守り
たいと思います。また、友達や家族
が間違ったことをしそうなときは、
お互いに注意し合いたいです。これ
が地域全体に広がって行けば、事故
のない安全な社会になると思います。

(小学生の部)　「少しくらい大丈夫
だろう」という気の緩みが大きな事
故につながることがあります。交通
事故で悲しい思いをしないよう、一
人一人が日ごろからしっかりと交通
ルールを守り、みんなが笑顔で過ご
せるようにしましょう。

(中学生の部)　運転する人も歩行者
も「いつもの道をいつもの感覚で通
れば大丈夫」と無意識に思っている
はずです。しかし、天気や道路状況、
時間帯など少しの違いが大きな変化
をもたらします。ちょっとした違い
を見逃さず、安全を心掛けましょう。

(中学生の部)　ルールを守ることよ
りも守ろうとする気持ちを持つこと
が、車やバイク、自転車などを利用
した便利で安全な生活を送るために
は必要だと思います。一人一人が自
覚を持ち、事故のない安全な生活を
送りましょう。

伊藤莉穂 さん
(西会津小６年)

物江竜平 さん
(西会津中３年)

伊藤大河 さん
(西会津小６年)

髙野詩音 さん
(西会津中２年)
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　県知事が県内で活躍している人たちの現場を訪れ、直接
県民の声を聞く「チャレンジふくしま訪問」が10月２日、
交流物産館よりっせで開かれ、にしあいづ健康ミネラル野
菜普及会の皆さんが内堀知事と意見交換を行いました。意
見交換会は終始和やかな雰囲気に包まれ、生き生きと明る
い会員の皆さんから話を聞いた内堀知事は「西会津にこう
いった団体があって、それが良い流れを生んでいることは
とても素晴らしいことだと思います」と話しました。[写真
＝左から普及会の渡部佳菜子さん、宇多川洋さん、内堀知
事、武藤佐代子会長、目黒満理子さん、佐藤美恵子専門員]

町の元気発信 普及会が県知事と意見交換

　10月９日、町内の国道49号駐車帯12カ所に、こゆりちゃ
んが描かれたごみポイ捨て禁止の啓発看板が設置されまし
た。これは、ポイ捨てが多く見受けられる国道49号駐車帯
に啓発看板を設置することで、ポイ捨てを抑制し、町の良
好な環境を保つとともに環境美化意識の向上へとつなげる
ため、国土交通省郡山国道事務所会津若松出張所、町、喜
多方警察署が連携して設置しました。このようにキャラク
ターのイラストが描かれた啓発看板の設置は県内初で、か
わいらしいイラストがポイ捨てを抑制してくれるのではと
期待されています。

国道49号駐車帯にポイ捨て防止啓発看板

　10月10日、プロ野球独立リーグの福島ホープスの長嶺拓
未外野手(若松商高卒)、志

し い ま
衣磨捕手(福島工高卒)などの選

手５人が、塚原慶一さん(下野尻)所有の田んぼを訪れ、地
域貢献活動の一環としてコメの収穫を手伝いました。収穫
には西会津中学校の野球部とソフトボール部の皆さんも訪
れ、憧れの選手たちと一緒に汗を流しました。収穫が終
わった後は、昼食交流会やミニ野球教室などが開かれまし
た。福島ホープスの選手５人は多くの町民と触れ合い、地
域に元気を与えました。[写真＝西会津中学校の生徒たち
と一緒にコメの収穫に汗を流す福島ホープスの選手]

福島ホープスの選手がコメの収穫手伝う

　西会津町を拠点に活動するさゆりストリートジャズオー
ケストラが結成15周年を迎え、10月４日、西会津中学校多
目的ホールで演奏会を開催しました。演奏会開始前には、
代表の渡邉昇二さんが「今日のテーマは皆さんと一緒に
ジャズを楽しむことです。音に合わせて自由に手拍子する
など楽しい一日を過ごしましょう」とあいさつし、来場者
を歓迎しました。演奏会は、さゆりストリートジャスオー
ケストラのテーマソング「キェンセラ」から始まり、軽快
なダンスや歌声を披露するさまざまなゲストと協演し来場
者を楽しませました。

15周年を記念し演奏会
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が
ん
は
死
因
の
第
１
位

　

が
ん
は
、
過
去
32
年
も
の
間
、
死

因
の
第
１
位
に
な
っ
て
い
ま
す
。
年

間
約
36
万
人
が
、
が
ん
で
亡
く
な
っ

て
お
り
、
こ
の
数
値
は
交
通
事
故
死

亡
者
の
約
82
倍
で
す
。
平
成
25
年
中

の
主
な
死
亡
原
因
の
割
合
は
次
の
と

お
り
で
す
。

予
防
と
早
期
発
見
が

大
切
で
す

　

喫
煙
に
よ
る
肺
が
ん
の
リ
ス
ク
が
、

非
喫
煙
者
と
比
べ
男
性
で
約
４
・
４

倍
、
女
性
で
約
２
・
８
倍
高
く
な
る

よ
う
に
、
が
ん
の
中
に
は
要
因
が
分

か
っ
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
が
ん
は
、
禁
煙
す
る
な
ど
、

可
能
な
限
り
予
防
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

　

し
か
し
、
が
ん
の
多
く
は
ま
だ
要

因
が
解
明
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
、

ほ
と
ん
ど
は
初
期
の
自
覚
症
状
が
あ

り
ま
せ
ん
。
逆
に
、
自
覚
症
状
が
現

れ
る
頃
に
は
、
か
な
り
進
行
し
て
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、

毎
年
の
健(

検)

診
で
体
の
状
態
を
確

認
す
る
こ
と
が
重
要
な
の
で
す
。
が

ん
を
早
く
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
そ
れ
だ
け
治
療
の
効
果
を
高
め

る
こ
と
が
で
き
、
生
存
率
も
高
く
な

り
ま
す
。

健(

検)

診
結
果
を

生
か
し
ま
し
ょ
う

　

皆
さ
ん
今
年
の
健(

検)

診
結
果
は

い
か
が
で
し
た
か
？
健
診
は
受
け
て

終
わ
り
で
は
な
く
、
そ
の
後
の
生
活

習
慣
を
改
善
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

異
常
値
が
出
た
場
合
は
、
自
覚
症
状

が
な
く
て
も
必
ず
医
師
に
相
談
し
、

数
値
に
問
題
が
な
い
場
合
も
以
前
の

健(

検)

診
結
果
と
見
比
べ
、大
き
く
変

わ
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
な
い
か
確
認

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

健(

検)

診
を
ま
だ
受
け
て
い
な
い

場
合
は
、
早
め
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
結
果
が
要
医
療
、
要
精
密

検
査
の
場
合
は
、
忘
れ
ず
に
二
次
検

診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

＊
毎
月
最
終
木
曜
日
は
健
康
相
談
日

で
す
。
健(

検)

診
結
果
の
見
方
や
、

生
活
習
慣
の
改
善
方
法
な
ど
、
お
気

軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

　

【
問
い
合
わ
せ
先
】

�

健
康
福
祉
課��

健
康
支
援
係

�

☎
４
５
―
４
５
３
２

　

９
月
16
日
、
３
歳
児
６
人
を
対

象
に
健
康
診
査
を
行
っ
た
結
果
、

む
し
歯
の
な
い
子
は
４
人
で
し
た
。

健 康 が
いちばん  いきいきライフ

健
康
づ
く
り
は
・
朝
が
・
い
ち
ば
ん

　

が
ん
の
患
者
数
と
死
亡
者
数
は
こ
の
30
年
で
激
増
し
て
お
り
、
現
代
の
日
本

で
は
、
約
３
人
に
１
人
が
、
が
ん
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

生
活
習
慣
の
変
化
な
ど
が
そ
の
一
因
だ
と
い
わ
れ
、
が
ん
は
私
た
ち
に
と
っ

て
身
近
な
病
気
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
が
ん
の
予
防･

早
期
発
見
の
た
め
に
も

毎
年
の
健(

検)

診
は
き
ち
ん
と
受
診
し
、
健
康
づ
く
り
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。

健(
検)

診
で
減
ら
す｢

が
ん｣

の
リ
ス
ク

悪性新生物
(がん)
29％

悪性新生物
(がん)
29％

心疾患
15％
心疾患
15％

肺炎
10％
肺炎
10％

その他
26％
その他
26％

脳血管疾患 9％脳血管疾患 9％

老衰 6％老衰 6％

不慮の事故 3％不慮の事故 3％
自殺 2％自殺 2％

外島�美
みさ と

怜ちゃん
（下野尻）

すごいな！むし歯のない子

西田�心
しん ば

絆くん
（３町内）

長谷川�駈
かける

くん
（中野）

大塚�玲
れ な

奈ちゃん
（西林東）

▼ がんを発見した時期と生存率
胃がん 大腸がん 肺がん 乳がん 子宮頸がん

早期(ステージⅠ)に発
見した場合の生存率 97.6％ 99.4％ 80.3％ 98.8％ 92.2％

進行後(ステージⅣ)に
発見した場合の生存率 8.0％ 15.1％ 4.8％ 33.3％ 22.2％

※ステージⅠ＝がん細胞が筋肉の層まででとどまっている状態
※ステージⅣ＝最初にがん細胞ができた部位を超え、離れた臓器などに転移している状態

▼ 平成25年度の町の各種がん検診受診率
胃がん 大腸がん 肺がん

受 診 率 36.7％ 44.8％ 62.2％

精密検査
受 診 率 80.9％ 74.8％ 89.5％

※胃がん検診は30歳以上、大腸がん検診は40歳以上、
　肺がん検診は40歳から64歳の人が対象



材
料
（
２
人
分
）

　

生
鮭�

２
切
れ

　

�

キ
ノ
コ(

シ
メ
ジ
・
エ
ノ
キ
茸
・

シ
イ
タ
ケ
な
ど)�

１
０
０
ｇ

　

レ
ン
コ
ン�

１／２
節

　

ニ
ン
ジ
ン�

１／４
本

　

Ａ　

み
そ・

み
り
ん�

各
大
さ
じ
１

　
　
　

豆
板
醤�

小
さ
じ
1/3

作
り
方

　

�

①
キ
ノ
コ
類
の
軸
を
取
り
、
シ
メ

ジ
は
小
房
に
し
、
エ
ノ
キ
茸
は
３

㎝
長
に
切
り
、
シ
イ
タ
ケ
は
笠
に

飾
り
切
り
を
す
る
。

　

�

②
レ
ン
コ
ン
は
皮
を
む
い
て
５
㎜

厚
の
半
月
切
り
に
、
ニ
ン
ジ
ン
は

２
～
３
㎜
厚
の
半
月
切
り
に
す
る
。

　

�

③
オ
ー
ブ
ン
シ
ー
ト
を
２
枚
用
意

し
、
野
菜
と
キ
ノ
コ
類
を
そ
れ
ぞ

れ
半
量
ず
つ
の
せ
る
。
そ
の
上
に

鮭
を
１
切
れ
ず
つ
の
せ
て
Ａ
を
か

け
、
そ
れ
ぞ
れ
包
む
。

　

�

④
電
子
レ
ン
ジ(

６
０
０
Ｗ)

で
１

つ
ず
つ
６
分
加
熱
し
、
１
～
２
分

蒸
ら
せ
ば
出
来
上
が
り
。

は
サ
ン
マ
や
鮭
、
ク
リ
、
サ
ツ
マ
イ

モ
に
新
米
な
ど
、
旬
で
魅
力
的
な
食

べ
物
が
多
く
つ
い
つ
い
食
べ
過
ぎ
て

し
ま
い
そ
う
な
季
節
で
す
。
食
欲
の
秋
で
体
重

が
増
加
し
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
始
め
る
こ
と
に
な
っ

て
し
ま
わ
な
い
よ
う
、
秋
の
味
覚
も
腹
８
分
目

を
意
識
し
て
、
適
量
を
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
厳
し
い
冬
を
健
康
的
に
過
ご
す
た
め

に
は
、
秋
の
う
ち
に
備
え
る
こ
と
を
お
す
す
め

し
ま
す
。
昔
か
ら｢

柿
が
赤
く
な
れ
ば
医
者
は

青
く
な
る｣

と
い
わ
れ
て
き
た
よ
う
に
、
柿
や

梨
な
ど
秋
の
果
物
に
は
、
喉
を
潤
し
、
咳
を
静

め
る
効
果
が
期
待
で
き
る
も
の
が
そ
ろ
っ
て
い

ま
す
。
冬
は
、
空
気
が
乾
燥
す
る
た
め
喉
や
皮

膚
に
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
り
や
す
く
、
ま
た
、
風

邪
を
ひ
き
や
す
く
な
り
ま
す
。
秋
の
果
物
で
体

調
を
整
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

も
ち
ろ
ん
、
腹
８
分
目
は
忘
れ
ず
に
！
次
の

こ
と
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

◦�

食
事
を
す
る
と
き
は
、
最
初
に
温
か
い
ス
ー

プ
な
ど
を
飲
ん
で
胃
を
温
め
、
胃
の
働
き
を

高
め
る
こ
と
か
ら
始
め
る
。

◦�

肉
な
ど
の
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
も
の
を
食
べ
る

前
に
、
野
菜
や
豆
腐
な
ど
低
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

も
の
を
た
っ
ぷ
り
食
べ
、
お
な
か
を
膨
ら
ま

せ
て
お
く
。

◦�

ゆ
っ
く
り
と
時
間
を
か
け
、
良
く
か
ん
で
食

べ
る
。

秋上
手
に
食
べ
て
肥
満
予
防

16

秋を味わう

生鮭とキノコの

辛みそ

包み焼き 28

調理時間 
約15分

秋
の
味
覚
は

適
量
を
堪
能
す
る

シ
リ
ー
ズ

●｢

食
欲
の
秋｣

の
体
重
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

チャレンジ！！

キノコも野菜もたっぷり食べられる一品

鮭をふっくら味わう主菜と副菜

　秋はおいしい果
物がたくさんある
ね。毎日、適量を
食べようね。

果物の適量はどのくらい？
　柿やリンゴ、ブドウ、梨など果物がおいしい季節になり
ました。食べ過ぎていないかチェックしてみましょう。

※どれか１種類のみ食べる場合の量です。

果物の適量（１日）
種　類 量(ｇ)
柿 大１個(130g)

リンゴ 半分(150g)
ブドウ 中１房(140g)

種　類 量(ｇ)
梨 半分(190g)
バナナ １本(95g)
みかん 中２個(180g)
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公民館だより

　

大
会
は
、
９
月
12
日
か
ら
10
月
４

日
ま
で
の
土
日
と
祝
日
に
、
郡
山
市

の
開
成
山
野
球
場
な
ど
４
つ
の
野
球

場
で
開
催
さ
れ
、
県
内
の
59
市
町
村

す
べ
て
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
か
ら
西
会
津
町
チ
ー
ム
の
監

督
が
、
第
２
回
の
初
出
場
か
ら
７
年

連
続
で
チ
ー
ム
を
率
い
て
き
た
伊
藤

一
男
さ
ん(

下
野
尻)

か
ら
新
田
佳
男

さ
ん(

芝
草)

に
代
わ
り
、
ま
た
、
選

手
も
若
手
を
中
心
に
昨
年
か
ら
９
人

が
入
れ
替
わ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

初
出
場
か
ら
変
わ
ら
ず
使
用
し
て
い

た
黒
を
基
調
と
し
た
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

は
白
を
基
調
に
一
新
し
、
チ
ー
ム
に

と
っ
て
節
目
の
年
に
な
り
ま
し
た
。

　

新
生
西
会
津
町
チ
ー
ム
は
、
７
月

か
ら
練
習
を
開
始
し
ま
し
た
。
例
年

は
さ
ゆ
り
公
園
野
球
場
で
夜
間
練
習

を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
は
マ

イ
マ
イ
ガ
対
策
の
た
め
８
月
末
ま
で

ナ
イ
タ
ー
照
明
を
使
用
す
る
こ
と
が

で
き
ず
、
練
習
は
早
朝
や
休
日
に
練

習
を
重
ね
ま
し
た
。

　

９
月
19
日
、西
会
津
町
チ
ー
ム
は
、

２
年
連
続
の
初
戦
突
破
を
目
指
し
、

須
賀
川
市
の
牡
丹
台
野
球
場
で
南
会

津
町
と
対
戦
し
ま
し
た
。
南
会
津
町

は
上
位
進
出
の
常
連
で
、
前
回
大
会

も
ベ
ス
ト
16
に
進
出
し
た
強
豪
で
す
。

　

会
場
に
は
、
町
実
行
委
員
会
主
催

の
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
町
民
の
皆
さ

ん
な
ど
大
勢
の
人
が
応
援
に
駆
け
つ

け
、
選
手
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

西
会
津
町
チ
ー
ム
の
先
発
ピッ
チ
ャ
ー

は
、
前
回
大
会
で
初
戦
突
破
の
原
動

力
と
な
っ
た
三
留
怜
央
選
手(

上
野

尻)

で
す
。
１
回
表
は
ラ
ン
ナ
ー
を

出
し
な
が
ら
も
無
失
点
に
抑
え
、
上

々
の
立
ち
上
が
り
を
み
せ
ま
し
た
。

し
か
し
、
２
回
に
安
打
を
許
し
先
制

点
を
奪
わ
れ
る
と
、
３
回
に
は
守
備

の
乱
れ
も
あ
り
、
さ
ら
に
１
点
を
献

上
し
ま
し
た
。
４
回
か
ら
は
安
部
信

仁
投
手(

安
座)

が
マ
ウ
ン
ド
に
上
が

り
ま
し
た
。
安
部
投
手
が
４
回
を
無

失
点
に
抑
え
、
そ
の
裏
、
４
番
の
増

子
祐
哉
選
手(

７
町
内)

が
チ
ー
ム
初

ヒ
ッ
ト
を
放
ち
一
時
反
撃
ム
ー
ド
と

な
り
ま
し
た
が
、
後
が
続
か
ず
得
点

に
は
つ
な
が
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
５

回
に
は
安
部
投
手
が
死
球
や
安
打
な

ど
で
３
点
を
失
う
と
、
６
回
に
３
番

手
と
し
て
マ
ウ
ン
ド
に
上
が
っ
た
秦

研
人
投
手(

さ
ゆ
り
が
丘)

も
相
手
の

強
烈
な
打
線
に
捕
ま
り
、
試
合
は
残

念
な
が
ら
０
│
12(

６
回
コ
ー
ル
ド)

で
敗
れ
ま
し
た
。

　

試
合
終
了
後
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で

新
田
監
督
は
、「
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
れ

で
終
わ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
力
を

つ
け
、
来
年
は
も
っ
と
強
い
チ
ー
ム

に
な
っ
て
帰
っ
て
来
よ
う
」
と
選
手

を
激
励
し
ま
し
た
。

　

監
督
の
言
葉
に
、
選
手
の
皆
さ
ん

は
心
を
一
つ
に
し
、
来
年
の
奮
闘
を

誓
い
合
い
ま
し
た
。

　

今
大
会
は
、
福
島
市
チ
ー
ム
が
優

勝
し
、
見
事
連
覇
を
達
成
し
ま
し

た
。

▲�選手の皆さん(ユニフォームは以前のもの)� ▲

�４番の増子選手

▲

�激励会で宣誓する佐藤健吾主将　　　　　

▲

�西会津チームを応援する皆さん�

▲

�４回から登板した安部投手

市
町
村
対
抗
野
球
大
会

新
生
チ
ー
ム
初
陣
飾
れ
ず

　

福
島
民
報
社
な
ど
が
主
催
す
る
第
９
回
市
町
村
対
抗
福
島
県
軟
式
野
球
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
西
会
津
町
チ
ー
ム
は
、
９
月
19
日
に
須
賀
川
市
の
牡
丹
台
野
球
場

で
強
豪
の
南
会
津
町
チ
ー
ム
と
対
戦
し
、
残
念
な
が
ら
０
│
12
で
初
戦
敗
退
と
な
り

ま
し
た
。
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五十嵐  智彦 さん ［滝坂］
い が ら し　　 と も ひ こ

自分を一言で表現すると？
　楽観的

あなたのモットーは？
　何事も前向きに楽しく

これからやってみたいことは？
　砂浜でビーチボールバレー

次の方を紹介してください
　Ｓ・Ｗさん（堀越）

11 2015
November

さ ゆ り 中 学

　ここでは西会津中学校の生徒の
皆さんに、自分が思い描く夢や目
標を話してもらっています。
　今月は特設陸上部の部長を務め
る３年・江川遥人さんです。

わたしの夢――
 「私の将来の夢は、サッカーに
携わる仕事に就くことです。小学
生の頃から父の影響でサッカー
を始め、スポーツ少年団などで
練習を続けるうちにいつからか
これを職業にしたいと考えるよう
ようになりました。どのような職種を目指すかはまだ決めていませ
んが、サッカーに関わる仕事に就けるよう頑張っていきたいと思っ
ています｣

努力していること――
 「どのような職業に就いたとしても、あいさつは大切なことだと思
うので、自分からのあいさつをいつも心掛けています｣

未来の自分に一言――
 「今は何の仕事をしていますか？これからも努力を惜しまず頑張っ
てください」
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ま
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あなたの趣味は？
　釣り

特技は？　バレーボール

熱中していることは？
　バレーボールの指導

最近感動したことは？
　５年ぶりの県大会出場に
コーチとしてベンチ入りし
一緒に戦えたこと

［10月６日学習会］
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黙
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長
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わたなべ   あきら
渡部   暁さん（10月号）からメッセージ

12月にまたビーチボールバレーとおいしいお酒で楽しみましょう！

星

　多
惠
子
（
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　原
）

秋
雨
や
若
者
の
デ
モ
安
保
法
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まちの人口��～10月１日現在～　(前月比)
人　口�　　　��６，９７６人　�（－１０人)
　男�　　　　��３，３５５人　�（－　７人)
　女�　　　　��３，６２１人　�（－　３人)
世　帯�　　　��２，７４６世帯　�（－　３世帯)

戸籍の窓口��～９月受付分～�〈敬称略〉

お誕生おめでとう
伊　藤　　　環

たまき

ちゃん��　　仲・史� １町内

お悔やみ申し上げます
長谷川　利　範（78）　利　秋　　父　　中　野
神　田　定　光（53）　羡　子　　子　　上野尻
佐　藤　つねよ（91）　秀　男　　母　　宝　川
武　藤　武　雄（89）　武　次　　父　　八重窪
岩　橋　　　傳（80）　武　雄　　父　　中　町
小野木　シ　ゲ（92）　健　二　　母　　小　山

以下は広告です。内容については、広告主へお問い合わせください。

ご結婚おめでとう
岩　渕　　　大　　　　縄　沢
木　村　琴　美　　　　東京都北区

有料広告を募集しています
紙面に掲載する有料広告を募集しています。
詳しくはお問い合わせください。
◆大きさ　１枠当たり縦４．０㎝×横８．５㎝
◆掲載料　１枠当たり５，０００円／月

【問い合わせ先】
企画情報課・情報政策係　☎４５－４５３６

　欠員となっていた町教育委員
会委員に平野マチ子さん(上野
尻)が任命されました。
　委員の任期は平成27年９月24日
から平成28年10月４日までです。

百 歳 賀 寿

　上野尻自治区
では今年度、一
般財団法人自治
総合センターから
のコミュニティ助
成を受け、防犯
灯をLEDに改修

しました。この助成は、自治総合センターが地域
社会の発展と住民福祉の向上などを目的に「宝く
じの社会貢献広報事業」として行っています。

　滝坂の佐藤シゲノさんが９月21日に、黒沢の渡
部キクノさんが10月12日に満100歳を迎えました。
　２人は大正４年の生まれで、同日にそれぞれ行
われた賀寿贈呈式では、親族が見守る中、伊藤町
長が賀寿と祝い金を贈りました。
　佐藤さんと渡部さんが満100歳になり、町の100
歳以上の方は13人となりました。

　町選挙管理委員会委員の任期満了に伴い、９月議会定
例会で４人の委員が決定しました。任期は平成27年９月
29日から平成31年９月28日までの４年間です。

◆委員補充員
　多田　　修さん(７町内)　三留南海雄さん(縄沢)
　齋藤　和則さん(上野尻)　武藤　達朗さん(柴崎)

▼�
伊
藤
町
長
か
ら
賀
寿
を
受
け
取
る

　

�

佐
藤
シ
ゲ
ノ
さ
ん(

滝
坂)

委員長

豊島 洋一 さん
(下野尻)

委員長
職務代理者

佐藤 秀一 さん
(上小島)

委員

高濱 秀道 さん
(８町内)

委員

伊藤 重人 さん
(塩)

コミュニティ助成事業で
街路灯をＬＥＤ化

町教育委員会委員の異動

町選挙管理委員会委員の改選
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　今回の公募展では、第10
回特別企画として歴代学生･
青少年の部の大賞受賞者作
品展が行われたほか、10月
10日から15日のイベント期
間中には、子ども語り部やコンサート、自然織体験教室、
版画教室などが開催されました。

世界の名車·旧車が勢ぞろい！世界の名車·旧車が勢ぞろい！
　９月27日、車好きが集まる東北最大級のクラシックカーイベ
ント「第12回西会津ふるさとなつかしc a rショー」がさゆり
公園で開催されました。会場には往年の名車約２５０台のほか、
自衛隊や警察、消防の特殊車両など多くの車が集まり、大勢の
愛好者や家族連れでにぎわいました。

11

[写真]①エンジン音を聞きまショーの様子／②セドリッ
ク白パト仕様３台セット／③来場者にアンケートをお願い
する西会津ふるさとファンづくり協議会の皆さん／④除雪
の特殊車両／⑤最後はなつかしCarをお見送り／⑥観光
クルー・丞

しょうじん
神デナー撮影会。車はなつかしCar�OF�THE�

YEAR�2015を受賞したシェルビーコブラ427/SC(1965年
式)／⑦授賞式の様子／⑧高所作業車の乗車体験／⑨バイ
クも大勢来場しました／⑩復興応援オリジナルミニカー
／⑪かわいいで賞を受賞したメッサーシュミットKR200

① ②

③ ④

⑤

⑧⑦

⑩ ⑪

⑥

⑨


